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梅雨明けの週末。サンサンと照り付ける太陽が突き刺さる陽気の中で、今すぐにでもどこかへ出かけたい

という思いをグッと我慢して、この原稿を書いています。そういえば梅雨に入るまでの期間、だんないの北

西に位置する涌出（ゆるぎ）山の深い緑を見ながらサツマイモの苗に水やりをしていたのですが、何とも言

えない気持ち良さがあります。水やりが終わっても、だんないに帰らず、ふらっとお散歩したくなっちゃい

ました(笑)。 

 

さて、５月に総会があり、皆様のおかげで全ての議題が可決され、無事に終わることができました。総会

資料につきましては、後の頁に掲載していますので、ご確認ください。今年度もまた、活動と事業を継続す

ることができます。会員の皆様をはじめ、ご協力いただいている全ての皆様方に改めて感謝申し上げます。

そして、引き続き緊張感を持って、襟を正して活動にいそしんでいきたいと思います。 

６月からは、いよいよ本格的な活動シーズンに入っています。地域生活塾・職員研修・ボッチャを活用し

てのまちづくり・ＢＢＱ・夕涼み会など、企画が満載の夏となっています。今思えば、ほんの少し前までコ

ロナの影響や、法人・職員のゴタゴタなどもあり、満足のいく活動や生活が送れていなかったように思いま
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す。「ぼくは、だんないで何がしたかったんやろう」とか、「職員面談だけで１日がおわってもた」とか、そ

んな運営しかできない自分自身に対して疑心暗鬼になった時期もありました。 

そこから少しずつ抜け出すことができたきっかけになったのは、介助職員も含めての役割分担を進める

ことでした。それまでは「当事者主権」という考え方のもとで、「障害当事者の指示があるまで基本的には

動かないで」と言ってきました。基本的な考え方としては、とても大切なポイントだと今も思います。しか

しながら、その「基本的には」の部分が「絶対に」と、いつの間にか伝わ（え）るようになってしまったの

だと思います。こうして、職員の自主性や責任感までも奪ってしまったのかもしれません。 

その理由を今も明確にはわかりませんが、その時にいた介助職員のメンバー的に、そのように伝えないと

勝手に動かれてしまうという不安があったのかもしれません。または、私たち当事者に「パターナリズム（保

護的な関わり）」のヘルパーに対する過剰なアレルギーがあったのかもしれません。 

今になって冷静に考えると、あのような経過をたどったことは、ある意味で成るべくして成ったというか、

当時はそうするしかなかったのだと振り返っています。ありがたいことに、現在は介助職員のメンバー的に

も「パターナリズム的な関わり」に対してのケアをしないといけない人は、それほどはいません。加えて、

私たち当事者も加齢とともに、過剰なアレルギーが少なくなったかもしれません。 

その「今」だからできること。それが「指定居宅介護事業所さざなみ」の基盤整備だと考えています。一

定程度の自主性と責任感を持ってもらいながら、いつの日か「だんない」と「さざなみ」の協同する関係性

へと構築できればと思います。このような描いた理想にはまだまだ遠いですが、確実に近づいていると実感

しています。それを完遂できれば、近い将来、美濃部が今以上にイベントや活動とあちこちへ飛び回れるよ

うになるはずです。このような展望を描きながら、ひとつひとつ環境を整えていきたいと思います。 

もちろん、当事者主権・指示介助・訊く・待つ・押し付けない・リズムを乱さないなど、どこまでも当事

者と向き合い続けるという意識・だんないイズムの追求はやめません。進むべき方向性は照らし続けたいと

考えています。それを前提として、さざなみの基盤整備に取り組んでいきたいです。そのために、まずだん

ない当事者（理事）として足元を見透かされないように、経営・運営にしっかりと取り組みたいです。 

 

最近、「男はつらいよ」をＤＶＤで観ることがありました。あちこちへ自由気ままに出かける寅さんにう

らやましさを感じ、「いつか、ぼくもこんなふうに活動できれば」と心躍らせながら、未来の自分と重ね合

わせていました(笑)。フーテンの寅さんならぬ「だんないのみのやん、またどっかに行っちゃって…」と、

あきれられる日がやってくるかもしれません。 

美濃部 裕道（みのべ ひろみち） 
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いよいよ新年度スタート 

―コロナ禍が明けて「チームさざなみ」― 

山田 やよい（やまだ やよい）  

2023年スタートし、４月新年度が始まりました。 

私たちは、だんないの職員でありながら、居宅介護事業所さざなみの事業所の職員であります。これま

で居宅介護事業所さざなみは、当事者の生活を支える大切な存在でありながら、職員もさざなみとしての

意識が薄く、さざなみ存在そのものを表に出さず、意識できなかったのが実態でした。今年はさざなみの

運営方針も確立し、さざなみの介助者として、取り組みをスタートしたこと、コロナ禍が明け活動が本格

化する前に、「チームさざなみの確立」を目標にあげて実践しました。そのことをお伝えします。 

居宅介護事業所さざなみ職員の意識を高めるために、当事者さんと話し合い取り組んだことは、少しさか

のぼり昨年の秋から毎月毎に『介助についての強化月間』として、介助者が意識するポイント『すること

を口にしよう』『利用者の時間を意識しよう』などを発信しました。このようにポイントを発信することで

職員のみなさんにさざなみとしての介助者のより意識を持ってもらうことができました。 

さて、前置きが長くなりましたが、4月新年度の研修の第 1回は、内部に向けたボディメカニクス研

修を行いました。研修は、日常の介助に役立てる実戦に活かす目的があ

りましたが、参加した職員は翌日から意識し、身体が楽になった、自然

に力が入っていたなど発見があり、介助者が力任せに介助するより、身

を預ける当事者さんにとっても、楽であることに大きな気付きがありま

した。自立生活の家事援助のスキルアップのためのお料理研修は、お料

理の基本や時短料理を身につけ、手軽に家事援助に活かすことができました。 

研修の第2回目は外部に出向き学びました。新しい職員も増え、これまで外部で学

ぶ機会の少なかった職員と当事者で外部研修を計画し、社会福祉法人AJU自立の家

(名古屋)に研修に行きました。この名古屋研修は、公共の交通機関を使って在来線と

新幹線組に分かれて乗車しました。名古屋の街を歩く車椅子や視覚障害の方が実に多

かったこと。この湖北地域や関西方面でも、特別すぎる対応や視線を感じることが多いのに対して、名古

屋駅である喫茶店に入ると、何か特別車椅子だからという対応でなく自然に応じてもらいました。 

職員リレートーク 
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研修先でまず聞いて驚いたのは、ヘルパーの登録数140人という規模。

規模の違い驚かずにいられません。4年間の間に生活の知識を学びながら

アパートを探して自立へつなぐ。当たり前のように自立した生活を選択で

きて、だれでも自然にスタートできるようなシステムが確立されていまし

た。このような形が、滋賀、長浜にもあったら良いなーと思います。 

 

 

次に実践したことは、研修を終えて、だんないの介助者の決まり事と介助者が意識するポイントを発信

していきました。介助者が意識するポイントを改めて読んでいくと自分自身ハッとすることがあります。

することを口にすることは、当事者さんの主体性を守れる基本の形ですが、私も基本がなかなかできなか

ったりします。性格や慣れた環境に判断を誤る勘違いもあります。自分が行動を口にして、当事者さんに

確認することで、自分の行動にふりかえる気づきが大切だとおもっています。それが“当事者さんと向き合

う“ということではないでしょうか？ さざなみを意識した、介助者に発信する取り組みを始めてからは、

だんないの活動とさざなみの介助者としての役割が整理されて、月日が経つごとに意識が高まり、毎月の

成長があったとおもっています。 

 

忘れてはならない今年のスローガンは『外に向けて「楽しむ」を伝えながら、それ

ぞれのこれからを描いていこう！』です。テーマ通り、毎日外からの刺激を受けてい

ます。5月初めちょうど一年前に訪れていただいただんないの造園関係の職人さん

に、「だんないの環境がとても綺麗になりましたね！全然違います」と声をかけてい

ただきました。ちょうど昨年のだんないの道の原稿に、「だんないに季節を感じた

い！！」と掲げましたが、その願いがかなったようでうれしくなりました。日々外に向けて活動している

と、足元は行き届かないことが多くなります。でも、職員の意識や心がけで、手入れできなかった花壇に

も花を咲かせることができるんだなぁーと感じています。最近こんな言葉を目にして心に響きました。 

『咲いた花を喜ぶ人は多いが、咲かせた根をねぎらう人はいない』 

こんな言葉にふれて、ここに至るまでの花を咲かせる根の大切さをしみじみ感

じます。職員の連携がなければ、花壇の花もしおれたり枯れたり草も伸び放題。

地域で生活するためには、日常の大切さも感じます。毎日のささやかな気づきを

大切にしていきたいとおもいます。2023年度、コロナ禍が明けて本格化に活動

がスタートし「チームだんない」「チームさざなみ」も動き出しました。これか

らも、だんないの活動とそして、地域での生活を支えるさざなみの運営を応援し

ていただけますように、よろしくお願いします。 
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ボディメカニクスの奥深さ 

高橋 正樹（たかはし まさき）  

請求事務が終わりホッとしたのもつかの間。周りから「だんないの道」の原稿書けたの？と言われ慌てて

書く始末。今思えばもう6月、もう 1年の半分が過ぎようとしている。 

最近１日が終わるのが妙に早く感じる。歳のせいなのか？充実しているからなのか？何かに焦っている

からなのか？たまに利用者さんが朝からお出かけされ 1 日ひとりで事務所で仕事しているときがあるのだ

が、その時が特に１日終わりが早く感じ帰宅時妙に寂しさを感じる。綺麗な夕日が昇っているときはなおさ

ら（笑）。この感じはなんなのだろうか・・・ 

去年から組織が変更され請求作業もガラっと変わりました。利用者さんの体調の変化、様子、移動場所、

移動手段など普段から細かく記入するようになりそれに基づいて作業していきます。1ヶ月の利用者さんの

活動記録を見ていると皆さんすごく充実した日々を送っているなと目に浮かんできます。このまま心身お

変わりなく元気に活動されることを願いながら日々作業しています。 

4月には講師を招いてのボディメカニクス研修が行われました。移動介助の基礎などとっくに忘れてしま

い普段の介助でも言われるがままに介助していました。私も重いものをもつと腰痛になりやすく予防とし

てジムへ行って筋トレなどをして頑張っていましたがそれでもなにかと不安が残るままでした。ボディメ

カニクスには 8原則というものがあります。 

① 両足を開き、支持基底面積を広くとる  

② 重心を低く保つ 

③ 利用者さんとの重心を近づける 

④ 利用者さんの体を広げず小さくまとめる 

⑤ 身体全体を利用し、大きい筋肉を使う 

⑥ 水平移動を行う 

⑦ 押さずに手前に引く  

⑧ てこの原理を使う  

8原則のなか、3原則くらいしかわからなく、移動介助て奥が深いな～と研修中思いました。その後2人 1

組ペアーになりタオルを使って力の入り方を学んだり、ベッドからの起き上がり方などを学びました。周

りのペアーの人達を見ていたら普段なかなかこういう研修に巡り合う機会がなかったためかすごくテンシ

ョン高かったり、手前に引くとき力を入れすぎてベッドから落ちかけたりと・・・正直笑えました。でも

講師に教えてもらった 8原則に則ってやってみると今まで力ずくでやっていたことが、あまり力を入れず

にできる感触を感じましたし、特に重心の移動の重要性がよくわかりました。もちろん介助する方だけで

はなく、介助される方も楽だったと言っておられました。ほんまか知らんけど（笑）。これからは移乗時ボ

ディメカニクスを思い出し「持ち上げない」介助を実践していきたいと思う研修でした。 

この前書店へ行き「介護百人一首」という本を偶然目にしました。目を通していると、「注意せよ！パワ
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ー介護にならぬよう重心低くボディメカニクス」と書かれていて、なるほどな～上手に書いとかぁるな～と

思い本を閉じ店を後にしました。 

 

もうすぐ13年 

横山 卓馬（よこやま たくま）  

 障害者が地域で自立生活を営める環境作りと、医学モデルから社会モデルへと社会を変革させていくこ

とを掲げ設立しただんない。今年で設立 13年、本当におめでとうございます。私自身「理事」という肩書

で設立前から関わらせてもらっていますが、設立後ほどんど顔を出せていないため、これを読まれている方

の 9 割は「横山って誰？」となっているかと思います。そういう方はよろしければ「だんないの道 創刊

号」をご覧ください。 

 さて、今回代表から「原稿を書いてください。」と依頼され、承諾したものの何を書こうか今でも悩んで

います。でも、まず間違いなく言えることは13年前から今でも変わらず、どんなに困難な事が起こっても、

代表をはじめ当事者職員全員が一つ一つの事柄に対して逃げずに障害者の置かれている生活環境を変えた

い、周りの人が持っている考え方やイメージを変えたいという強くぶれない思いを持ち続けて活動をして

きたからこそ、多の人がだんないに惹かれ、地域に愛され、社会を変えようと日々前進を続けていけるのだ

と思っています。 

同じような熱い思いを持っている人は世の中に多くいるかもしれません。しかし、その思いを実際に形に

できる人は多くはいません。私が代表と知り合ったのは京都の大学に通っていた頃です。私が 2回生の時に

数年後だんないを設立する美濃部が入学してきました。それからは毎日のようにキャンパスで顔を合わせ

るだけではなく、だんないの初代事務局長で私たちの大先輩である頼尊さんに、頻繁に他の障害学生ととも

に食事に連れて頂くようになり、その中で交流を深めていきました。今改めて振り返っても、僕たちの大学

時代は頼尊さんを抜きにしては語れないぐらい頼尊さんの呼びかけで障害学生同士が交流する場が多く作

られ、自分の過去や持っている思いを話せる場所、障害について様々な角度から学べる時間があったことで、

それまで自分が持っていた障害に対する考え方から少し開放されたような感覚になったことを今でも覚え

ています。 

このように記憶を辿っていると、あの数年間という時間は今の私の原点であり、卒業後、大学に入学する

前から構想はしていたという美濃部と市川によってだんないが設立され、現在も代表をはじめ当時のメン

バーやだんないに関わっている方々と交流を持てていることを嬉しく思っています。同時に、色々な面で生

きづらくなってきたように感じる現代で、だんないが少しでも障害者や助けを求めている人の心の拠り所

となり、社会が少しずつ変わっていく力になればと切に願っていますし、今までと変わらず応援しています。

私の思いとしては、今後はもう少し関わっていければと思っていますので、よろしくお願いいたします。 
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４月１日 障害者差別解消法７周年お祝い 

滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例４周年啓発活動 

３日 だんない桜をみる会 

７日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 iｎさざなみタウン 

11日 介助者向けボディメカニクス研修 

１２日 「社会見学（職員研修）」 AＪＵ自立の家 

１３日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 あるべき姿検討班 iｎさざなみタウン 

１４日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 社会資源マップ作成プロ 

１５日 みんなスナック 

１７日 介助者向け料理研修 

元気マンサロン 

１９日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会運営委員会会議 iｎさざなみタウン 

多様性プロジェクト 

２０日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 重介護医療ケア検討班 iｎ神照まちづくりセンター 

２１日 介助者向け料理研修 

生き生きサロン 

２３日 ネイルサロン 

２４日 ピアピア 

２５日 企画会議 

２６日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者サポーター推進班 iｎさざなみタウン 

長浜米原しょうがい者自立支援協議会 学齢期班 iｎ神照まちづくりセンター 

２７日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護虐待防止班 iｎさざなみタウン 

5月１日 「サツマイモ苗植え」に向けての うね作り 

２日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 専門的人材班 iｎ神照まちづくりセンター 

６日 えがお訪問 

７日 電動車椅子サッカー リュートスター練習会 

９日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域移行推進班 iｎ神照まちづくりセンター 

１０日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 iｎさざなみタウン 

１１日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 ライフステージ専門性部会 iｎさざなみタウン 

１２日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 社会資源マップ作成プロ iｎさざなみタウン 

１３日 障大連総会＆記念講演会 

１４日 芋部 苗植え 

１５日 元気マンサロン 

長浜米原しょうがい者自立支援協議会 学齢期班コア会議 

16日 企画会議 

１７日 多様性を尊重した防災・福祉活動の推進 第３回会議 

１８日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 重介護医療ケア検討班 iｎ神照まちづくりセンター 

１９日 生き生きサロン 

滋賀県ユニバーサルデザイン推進検討第１専門分科会 

２０日 みんなスナック 

２１日 子ども会さんとの共催 『サツマイモ苗植えイベント』 

２２日 ピアピア 

活動報告 
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２３日 ネイルサロン 

２４日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者サポーター推進班 iｎさざなみタウン 

家族会 

２５日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護虐待防止班 iｎさざなみタウン 

２６日 総会 

湖北じんけん講座 

２７日 DPI（障害者インターナショナル）日本会議 全国集会オンライン 

りんくすさん・ピットインさん・だんない ボッチャ体験会 inさざなみタウン 

２８日 DPI（障害者インターナショナル）日本会議 全国集会オンライン 

平和堂さん・長浜市社協さん・だんないボッチャ体験会 in平和堂 

３０日 マルチスイッチ主催 映画観賞会 iｎ椿坂 

６月1日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 あるべき姿検討班 

3日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾 

７日 第１回滋賀県共生社会づくり委員会 条例見直し検討小委員会 

8日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 生活の充実部会 

伊香ブロック特別支援学級合同交流会 

9日 「共生社会サポーター」制度についての滋賀県との協議 

滋賀県社会福祉審議会 傍聴 

10日 ぽてとファーム役員会 

いますぐ優生保護法問題の全面解決を 6.10 全国一斉アクション in瀬田駅前 

12日 ピアピア 

14日 企画会議＆黒壁スクエアのステッカー配布状況調査 

15日 「大空へはばたこう～自立への挑戦」映画上映&シンポジウム 

16日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 学齢期班コア会議 

生き生きサロン＆だんない喫茶 

17日 びわこバリアフリー剣道クラブ練習会見学 

2023スペシャルスポーツの広場 

長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾 

インクルーシブデザイン研究会 「福祉とデザイン」 

みんなスナック 

18日 ネイルサロン 

19日 元気マンサロン 

ユニバーサルデザインの街づくり企画 事務局会議 

21日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会  運営委員会 

長浜地域福祉活動計画推進委員会 

22日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会  権利擁護班 

23日 地域生活塾打ち合わせ 

介助者向け料理研修 

ケース会議 

26日 職員研修 

長浜市成年後見ネットワーク会議 

27日 職員研修 

長浜市社会福祉協議会評議委員会 

28日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者サポーター推進班 

家族会 
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ちょこっと紹介
しょうかい

！ だんないブログ。 
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挿絵・題字 五十嵐 美里（いがらし みさと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO法人CILだんない    〒529-0423 

代表 美濃部裕道 副代表 中川佑希     滋賀県長浜市木之本町千田６８１番４ 

理事 谷口健人、前田貴行、横山卓馬   TEL ： ０７４９－５０－３６３９ 

URL：cil-dannai.jp   FAX ： ０７４９－５０－３９６１ 

E-mail： info@cil-dannai.jp 

郵便振替口座番号：ゆうちょ銀行木之本支店 00940-2-209115  

加入者名    ：NPO法人CILだんない 

編集後記 

今年もいつの間にか梅雨が明け、本格的な夏になりました。皆様はお元

気でお過ごしでしょうか。 

 

今回は、長年だんないと共に活動してくださっている職員たち、そして外部

理事の横山の興味深い原稿によって、また少し違った新鮮な内容をお楽し

みいただけたのではないかと思います。それぞれの内に秘めた“熱い”思い

が伝わってきました。 

とは言っても“あつい”のは思いだけで、これ以上“暑く”なってほしくはない

ですね。 皆様も、くれぐれも夏の体調管理にはお気を付けください。 

 

今号もお読みいただき、ありがとうございました。 

（編集部） 

 

 

 

 

 

 

（編集部） 

 

 


